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「
米
沢
有
為
会
」
に
つ
い
て

米沢有為会の置賜人脈

旧制武蔵高等学校の
設立前後 

我
妻
榮
記
念
館
館
長

　

此
度
「
我
妻
榮
記
念
館
」
の
館
長
に
就
任

し
た
、
矢
尾
板
操
と
申
し
ま
す
。
就
任
の
経

緯
等
に
つ
い
て
は
「
記
念
館
だ
よ
り
22
号
」

に
既
に
書
き
ま
し
た
の
で
、「
米
沢
有
為
会
」

に
対
す
る
思
い
等
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

型
通
り
で
す
が
、
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
昭
和
25
年
米
沢
の
今
町
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
米
沢
市
立
興
譲
小
学
校
、
第
一

中
学
校
、
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
、
福
島
大

学
経
済
学
部
、（
当
時
の
）
三
菱
銀
行
、
そ

し
て
平
成
10
年
に
郷
里
に
戻
り
米
沢
信
用
金

庫
、
平
成
20
年
福
島
大
学
経
済
学
研
究
科
、

平
成
22
年
福
島
大
学
理
工
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
、
こ
れ
以
外
に
も
上
智
大
学
神
学
部

聴
講
生
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
院
時
代
の
研
究
論
文
が
国
土
交
通
省

の
お
役
人
の
眼
に
留
ま
り
、「
山
形
交
通
圏

タ
ク
シ
ー
事
業
適
正
化
・
活
性
化
協
議
会
会

長
」
も
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
米
沢
有
為
会
の
話
に
戻
り
ま
す
。

昭
和
49
年
に
三
菱
銀
行
に
入
行
し
ま
し
た
。

当
時
有
為
会
の
役
員
で
高
野
さ
ん
と
い
う
先

輩
に
お
世
話
い
た
だ
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
余
談
で
す
が
、
入
行
直
前
ま
で
人
事
部

に
故
人
と
な
ら
れ
た
三
浦
新
（
そ
の
後
山
形

銀
行
頭
取
・
会
長
）
氏
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

氏
に
は
米
沢
に
戻
っ
て
か
ら
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
の
本
店
は
大
理
石
造
り

の
重
厚
な
建
物
で
し
た
。
そ
の
跡
地
の
24
階

矢や

尾お

板い
た

　
　
操み

さ
お

　米沢支部の講演会と交流いも煮会が、
去る₉月30日㈯午後４時30分から、ホ
テルモントビュー米沢で開催されました。
　講演会は、大滝則忠会長を講師に迎え

「米沢有為会の置賜人脈～旧制武蔵高等学
校の設立前後～」と題して行われました。
　内容は、同郷(川西町玉庭)の先輩であり、教育界の先覚者として旧制武
蔵高等学校の設立に尽力した本間則忠と、その養子であり愛知大学を設立
し学長を務め、その功績から同大学唯一となる名誉学長を授与された本間
喜一の業績を柱として、米沢有為会と明治の在京同郷人の深いつながりに
ついてご講演をいただきました。
　引き続き交流いも煮会に移り、参加者は和やかに歓談し、交流を深めま
した。　

建
の
高
層
ビ
ル
が
今
の
本
店
に
な
っ
て
い
ま

す
。
当
時
は
ス
ペ
ー
ス
が
余
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
合
併
を
重
ね
本
店
機
能
は
手

狭
に
な
り
丸
の
内
近
隣
の
ビ
ル
も
使
う
タ
コ

足
状
態
で
す
。
入
行
時
本
館
の
中
を
歩
い
て

い
た
ら
、「
米
沢
有
為
会
」
と
い
う
部
屋
を

見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
驚
き
は
今
で
も
忘
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
も
た
だ
の
看
板
を
掛
け
た
部

屋
で
は
な
い
の
で
す
。
木
製
の
ド
ア
に
は

「
す
ガ
ラ
ス
」
が
入
り
、そ
の
ガ
ラ
ス
に
「
米

沢
有
為
会
」
と
（
永
久
に
？
）
焼
き
つ
け
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。
宇
佐
美
洵
氏
が
直
前
ま

で
頭
取
（
当
時
日
本
銀
行
総
裁
）
を
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
米
沢
有
為
会
の
会
長
も
兼
務
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
三
菱
銀
行
の
中
で
も
特

別
な
頭
取
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
本
館
の
中
に
事
務
所
を
構
え
ら
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
も
思
い
出
し
ま

し
た
。
宇
佐
美
さ
ん
が
米
沢
を
訪
問
す
る
と

周
り
が
大
変
な
の
だ
と
。
米
沢
に
近
い
支
店

は
仙
台
で
す
が
、
当
時
の
高
橋
支
店
長
（
後

に
専
務
）
が
私
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
事

前
に
米
沢
を
訪
ね
、
訪
問
ル
ー
ト
を
全
て
下

見
し
て
不
都
合
が
な
い
か
確
か
め
る
の
だ
と

…
。
そ
ん
な
す
ご
い
会
長
が
い
る
の
だ
と
当

時
心
に
強
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
人

生
で
、
目
の
前
の
こ
と
に
追
わ
れ
忘
れ
て
い

た
の
で
す
が
…
。
今
回
執
筆
依
頼
が
あ
り
再

び
頭
の
中
に
浮
か
ん
だ
の
で
す
。



◀︎
ブ
ラ
ス
ト
！
：

　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

▶︎
ホ
ー
ル
全
景
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「
開
館
３
年
目
を
迎
え
て
」

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル

　
　
　
　（
南
陽
市
文
化
会
館
）

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

ま
ち
の
話
題

　

南
陽
市
文
化
会
館
は
お
か
げ
さ
ま
で

開
館
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の

皆
さ
ま
方
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
心
か

ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
１
月
末
ま
で
の
入
館
者
数
は
、

50
万
人
を
数
え
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
各
種
催
し
物
、

会
議
、展
示
会
の
た
め
の
来
館
の
ほ
か
、

木
育
ひ
ろ
ば
を
利
用
さ
れ
る
子
ど
も
さ

ん
な
ど
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
視
察
見
学

に
お
い
で
い
た
だ
い
た
方
も
、
１
万
人

を
超
え
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
は
、
中
に
入
る
と
木
の

香
り
が
し
、
見
た
感
じ
も
気
分
が
和
む

と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、

大
ホ
ー
ル
で
演
奏
を
聴
い
た
方
々
さ
ら

に
は
演
奏
者
の
方
々
か
ら
も
音
の
響
き

が
い
い
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
木
は
温
度
、
湿
度
の
調
整
機

能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
燃
料
費
が
当
初

見
込
ん
だ
額
よ
り
大
幅
に
節
約
で
き
て

お
り
ま
す
。
毎
日
、
外
気
温
、
Ｒ
Ｃ
造

部
分
、
木
造
部
分
の
温
度
を
記
録
し
、

比
較
し
て
い
ま
す
が
、
木
造
部
分
は
、

外
気
温
、
Ｒ
Ｃ
部
分
と
比
べ
年
間
を
通

じ
大
き
な
差
が
な
く
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
２
月
「
低

炭
素
杯
２
０
１
７
」
に
出
場
し
て
ま
い

り
ま
し
て
、
審
査
の
結
果
、
低
炭
素
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
る
優

れ
た
施
設
（
取
り
組
み
）
と
い
う
こ
と

で
環
境
大
臣
賞
金
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
に
認
定
い
た
だ
い
た
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
に
続
き
、
当
会
館
に
と
っ

て
は
、
大
き
な
勲
章
が
ま
た
ひ
と
つ
増

え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昨
年
、
置
賜
地
域
の
公
共
施

設
と
し
て
は
初
と
な
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
導
入
し
、
建
設
時
に
構
造
体
製

作
を
担
当
さ
れ
た
株
式
会
社
シ
ェ
ル

タ
ー
を
ス
ポ
ン
サ
ー
に
「
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
」
の
愛
称
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

　

当
初
は
多
少
の
混
乱
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
こ
の
愛
称
も
定
着
し
つ

つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

運
営
面
で
は
、
広
く
お
客
様
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
か
ら
喜
ん
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
う
た
び
に
、

氏
　
　
名

会
員
区
分

奥　

村　

智　

春

個
人
賛
助
会
員

小
野
寺　

忠　

志

正
会
員

小

関　
　

剛

個
人
賛
助
会
員

後

藤　
　

仁

正
会
員

鈴　

木　

通　

明

個
人
賛
助
会
員

土

屋　
　

仁

個
人
賛
助
会
員

長
谷
川　
　
　

健

正
会
員

松　

田　

順　

子

個
人
賛
助
会
員

宮　

田　

純　

子

個
人
賛
助
会
員

安　

田　

道　

隆

個
人
賛
助
会
員

我
妻
建
設
工
業
㈱

法
人
賛
助
会
員

⒞ Disney ⒞キョードー東京

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
ご
意
見

を
受
け
止
め
、
今
後
も
、
魅
力
的
な
コ

ン
サ
ー
ト
や
催
し
物
の
開
催
を
通
し

て
、
愛
称
も
施
設
も
皆
さ
ま
か
ら
愛
さ

れ
る
施
設
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
芸
術
文
化
の
創
造

拠
点
」
と
し
て
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
の

名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
様
々
な
挑
戦
を
恐

れ
ず
、
何
事
に
も
果
敢
に
挑
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

米
沢
有
為
会
米
沢
支
部
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　

   

館  

長　

板  

垣  

俊  

一
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男 女 小計

大学
県内 91 64 155

県外 263 205 468 うち東京都内　男45人、女50人、計95人
仙台市内　男61人、女40人、計101人

短期大学
県内 5 68 73

県外 3 40 43 うち東京都内　男0人、女5人、計5人
仙台市内　男1人、女11人、計12人

専門学校
県内 70 114 184

県外 88 142 230 うち東京都内　男18人、女35人、計53人
仙台市内　男44人、女62人、計106人

大学校
県内 36 11 47

県外 3 1 4

その他
県内 11 2 13

県外 21 15 36

小計
県内 213 259 472

県外 378 403 781

合計 ＊ 591 662 1253

男 女 小計

県内
置賜地区 216 155 371

他地区 28 20 48

県外 ＊ 86 51 137

合計 ＊ 330 226 556

＜進学者数＞

＜就職者数＞

置
賜
地
区
高
等
学
校
13
校

平
成
28
年
度 

学
卒
者
の
進
路
状
況

一　

は
じ
め
に

　

日
本
の
少
子
高
齢
化
に
伴
う

人
口
減
少
と
人
手
不
足
が
進
行

す
る
中
、
本
会
の
米
沢
支
部
総

会
な
ど
で
は
、
学
卒
者
の
進
路

状
況
が
把
握
で
き
れ
ば
よ
い
の

だ
が
、
と
の
要
望
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
支
部
で

は
置
賜
地
区
に
お
け
る
人
材
育

成
と
支
援
及
び
地
域
と
教
育
の

振
興
に
資
す
る
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
、
当
地
区
の
高
等
学
校

や
県
内
の
専
門
学
校
、
短
大
、

大
学
に
平
成
28
年
度
卒
業
生
の

進
路
調
査
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
13
高
校
と
２
専

門
学
校
（
鶴
岡
高
専
・
三
友
堂

看
護
、
２
短
大
（
米
沢
女
子
・

東
北
文
教
）、
２
大
学
（
山
形
・

東
北
文
教
）
か
ら
回
答
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
各
校
の
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
集
計
結
果
と
し
て

校
種
別
の
進
路
の
実
態
と
ま
と

め
を
報
告
し
ま
す
。（
資
料
は

す
べ
て
平
成
29
年
５
月
１
日
現

在
。）

二　

進
路
の
実
態

　

１　

高
等
学
校

　

置
賜
地
区
の
13
の
高
校
の

卒
業
生
は
、
１
８
０
９
名
中

１
２
５
３
名
（
69
・
３
％
）
が

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
へ

進
学
し
、
就
職
者
は
５
５
６
名

と
全
体
の
30
・
７
％
で
す
。

　

山
形
県
外
の
大
学
等
へ
の
進

学
者
は
７
８
１
名
（
62
・
３
％
）

と
、
県
内
へ
の
進
学
者
４
７
２

名
（
37
・
７
％
）
と
比
べ
て
圧

倒
的
に
多
い
状
況
は
昔
か
ら
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
就
職
者
に
つ
い
て

は
県
内
が
５
５
６
名
中
３
７
１

名
（
66
・
７
％
）
と
、
他
地
区

と
県
外
を
合
わ
せ
た
人
数
の
約

２
倍
で
、
最
近
は
地
元
就
職
が

多
い
こ
と
を
窺
わ
せ
ま
す
。
や

は
り
少
子
化
の
影
響
で
、
親
子

共
に
そ
う
し
た
思
い
が
強
く

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

因
み
に
、
県
内
高
校
生
の
就

職
率
（
平
成
29
年
４
月
最
終
）

は
99
・
８
％
で
、
平
成
７
年
度

以
降
最
高
値
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
12
月
末
現

在
の
求
人
倍
率
は
２
・
64
倍
、

内
定
率
は
95
・
６
％
と
過
去
最

高
で
す
。



男 女 小計

大学院
県内 349 79 428

県外 45 25 70

大学
県内 1 1

県外 1 1

その他
県内 3 3

県外 3 1 4

合計
県内 350 82 432

県外 49 26 75

男 女 小計

県内 ＊ 140 150 290

県外 ＊ 412 302 714

合計 ＊ 552 452 1004
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専
門
学
校　

２
校

短
期
大
学　

２
校

＜就職者数＞＜就職者数＞

二　

進
路
の
実
態

　

２　

専
門
学
校

　

工
業
高
等
専
門
学
校
か
ら
の

大
学
進
学
者
は
県
外
が
ほ
と
ん

ど
で
、
専
攻
科
等
へ
の
進
学
者

は
23
名
で
す
。

　

就
職
者
は
県
内
30
名
（
29
・

１
％
）
に
比
べ
て
、
県
外
が

73
名
（
70
・
９
％
）
と
約
２
・ 

４
倍
の
多
さ
で
す
。

　

看
護
専
門
学
校
卒
業
生
は

全
員
就
職
で
、
39
名
中
24
名

（
61
・
５
％
）
が
置
賜
地
区
に

就
職
し
ま
し
た
。

　

３　

短
期
大
学

　

短
大
卒
業
生
４
８
３
名
の
う

ち
１
０
６
名
（
21
・
９
％)

が

四
年
制
大
学
に
編
入
し
、
し
か

も
県
外
の
大
学
に
85
名
が
進
学

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
女
子

の
高
学
歴
志
向
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

就
職
者
の
内
訳
は
、
置
賜
地

区
53
名
（
14
・
１
％
）、
他
地

区
２
０
１
名
（
53
・
３
％
）、

県
外
１
２
３
名（
32
・
６
％
）で
、

当
地
区
以
外
へ
の
流
出
が
85
・

９
％
と
断
然
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。　

男 女 小計

大学
県内 1 1

県外 30 2 32

その他
（専攻科等）

県内 22 1 23

県外 1 1

合計
県内 23 1 24

県外 31 2 33

男 女 小計

大学
県内 1 18 19

県外 80 80

専門学校
県内 1 1 2

県外 5 5

合計
県内 2 19 21

県外 85 85

男 女 小計

県内
置賜地区 9 16 25

他地区 21 10 31

県外 ＊ 73 16 89

合計 ＊ 103 42 145

男 女 小計

県内
置賜地区 4 49 53

他地区 21 180 201

県外 ＊ 1 122 123
合計 ＊ 26 351 377

＜進学者数＞＜進学者数＞

＜進学者数＞

　

４　

大　

学

　

山
形
大
学
か
ら
の
進
学
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
大
学
院
へ
の
進
学
者
数
が

全
学
部
卒
業
生
１
４
２
４
名
中
４
９
７
名
（
34
・
９
％
）
と
３
分
の
１
以
上

を
占
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
４
２
８
名
（
86
・
１
％
）
が
同
大
大
学
院

へ
の
進
学
者
で
す
。
２
大
学
の
就
職
者
は
県
内
が
２
９
０
名
（
28
・
９
％
）

に
対
し
、
県
外
は
７
１
４
名
（
71
・
１
％
）
と
圧
倒
的
多
数
で
す
。

三　

ま
と
め

　

以
上
の
集
計
結
果
か
ら
言
え
る

こ
と
は
、
高
卒
者
の
置
賜
地
区
内

へ
の
就
職
は
別
と
し
て
、
高
卒
者

の
大
学
・
専
門
学
校
へ
の
進
学
及

び
専
門
学
校
・
短
大
・
大
学
卒
者

の
就
職
は
い
ず
れ
も
県
外
が
圧
倒

的
に
多
く
、
人
口
流
出
が
依
然
と

し
て
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

報
道
に
よ
れ
ば
、
本
県
の
18
～

24
歳
の
若
者
の
県
外
転
出
は
転
入

大　

学　

２
校

＜就職者数＞

の
約
２
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。逆
に
、

山
形
県
外
か
ら
県
内
や
置
賜
地
区
へ

の
就
職
者
（
学
卒
者
及
び
社
会
人
）

は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。
残
念
な

が
ら
そ
の
種
の
統
計
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
は
な
い
そ
う
で
す
。
流
入
人
口

を
含
め
て
各
行
政
機
関
や
企
業
が
採

用
人
数
を
把
握
し
て
い
る
の
が
現
状

の
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
が
産
学
官
の
連

携
や
地
元
企
業
へ
の
就
職
促
進
に
向

け
た
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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リ
レ
ー
随
想 

⑱

〜  活躍する会員紹介  〜 ⑳

仙
台
の
大
学
に
進
学
し
た
ら

　

私
が
仙
台
興
譲
館
寮
に
入
っ
た
昭
和
39

年
頃
は
入
寮
希
望
者
が
多
く
、
経
済
的
に

恵
ま
れ
な
い
人
が
優
先
し
て
入
れ
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。

　

同
郷
の
高
校
の
卒
業
生
が
集
う
寮
生
活

で
は
方
言
が
飛
び
交
い
、
一
方
学
校
に
行

け
ば
共
通
語
で
話
さ
な
い
と
意
思
疎
通
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
言
葉
に
限

ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
弛
緩
（
寮
内
）
と
緊

張
（
寮
外
）
は
私
達
を
丈
夫
に
育
て
て
く

れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

寮
を
去
っ
て
30
年
以
上
も
過
ぎ
た
平
成

10
年
、
昭
和
37
年
入
寮
の
先
輩
達
が
中
心

と
な
り
第
１
回
寮
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
仙
台
と
米
沢
の
交
互
開

催
、
隔
年
開
催
か
ら
毎
年
開
催
へ
、
参
加

者
の
年
齢
幅
の
漸
増
な
ど
の
変
遷
を
経
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
昭
和
34
年
以
前
に
入

寮
さ
れ
た
先
輩
達
が
や
は
り
同
窓
会
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
の
第
10

回
か
ら
合
流
す
る
こ
と
に
な
り
、
年
齢
幅

米沢市教育委員会　教育長

ナ
ウ
エ
モ
ン 

代
表

さん大河原　真　樹

加
　
藤
　
義
　
彦

は
一
気
に
一
回
り
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
齢
差
で
話
が
か
み
合
う
か
心
配
で

し
た
が
、
角
五
郎
一
丁
目
の
同
じ
寮
で
過

ご
し
た
記
憶
を
接
点
に
会
話
が
弾
み
、
近

況
報
告
な
ど
も
加
え
て
盛
り
上
が
っ
た
会

に
な
り
、
現
在
に
到
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
記
念
写
真
と
在
寮
当
時
の
写

真
を
左
記
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

▪http://now
em

on.jp/sendai.htm
l

　

以
前
、
近
所
の
ご
子
息
が
東
北
大
学
に

合
格
し
た
と
聞
き
、「
住
ま
い
決
ま
っ
た

の
？
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
決
ま
っ
た
。」

と
の
こ
と
で
寮
の
事
に
は
触
れ
ず
、
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
ひ
ょ
ん

な
こ
と
か
ら
寮
が
話
題
に
な
っ
た
ら
、
か

の
ご
子
息
曰
く
「
私
も
興
譲
館
寮
に
入
っ

て
い
ま
し
た
。」「
え
っ
！
」
と
驚
き
傍
ら

の
父
親
に
顔
を
向
け
た
と
こ
ろ
、「
上
下

関
係
を
は
じ
め
多
く
の
貴
重
な
こ
と
が
身

に
付
く
の
で
…
」。
ど
う
や
ら
入
寮
希
望

者
の
獲
得
に
は
、
多
く
の
親
御
さ
ん
に
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
ら
し
い
。

　

私
達
に
と
っ
て
寮
生
活
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
し
た
が
、
現
在
で
は
全
室
一
人
部

屋
と
な
り
、
満
室
の
よ
う
で
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
我
々
Ｏ
Ｂ
も
自
分

の
経
験
し
て
き
た
寮
生
活
の
良
さ
を
色
ん

な
場
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ１．初めに、米沢市教育委員会の任務をお聞かせく
ださい。

Ａ１．米沢市の学校教育、社会教育、文化、体育等に
関する事務を担当しています。教育行政における
重要事項や基本方針を決定し、子どもたちの健全
な育成と市民の皆様の幸せを支えていく機関で
す。

Ｑ２．米沢市内の小中学校の教育の現状はどうなって
いるでしょうか。

Ａ２．どの学校でも素直な子どもたちと熱心な教員に
よって充実した教育活動が展開されています。今
年も様々な場面で子どもたちの輝く姿を見ること
ができました。ただし、学力面ではまだまだ力を
つけさせなければならないと感じています。

　　　また、生徒指導面ではＳＮＳに関連したトラブ
ル等、新たな課題もあり、家庭と連携した取組が
更に必要であると思っています。

Ｑ３．平成29 ～ 30年度の教育行政
の課題は何でしょうか。

Ａ３．学校教育では適正規模・適正
　　配置等基本計画の改定とその推

進が大きな課題です。急激に少
子化が進んでおり、今後の教育
を考えると統廃合はやむを得な

い状況です。学校が本来果たすべき役割である子
どもたちの教育を最優先に考え、地域の理解を得
ながら進めていきたいと考えています。また、教
員の働き方改革についても課題でありますので、
ワークライフバランスを考えた抜本的な対策を講
じていきたいと思います。

Ｑ４．今後の抱負をお聞かせください。
Ａ４．米沢市では実学性を重視していますが、その実

学を支えていくのが虚学（文学・芸術）だと思い
ます。米沢市の市民憲章の一番目に「教養をたか
め文化のまちをつくりましょう」と掲げられてい
ます。大切なのは教養を高めることです。

　　　子どもたちには、実学を推進する豊かな教養を
身につけさせたいと思います。

　ありがとうございました。今後ますますのご活躍
をご期待申し上げます。



「東京興譲館」寮 「仙台興譲館」寮

資　　　格 大学、短大、専門学校及び大学院の
在学生、又は入学予定者（男子のみ）

大学、短大、専門学校及び大学院の
在学生、又は入学予定者（男子のみ）

寮費（月額）  48,000円
個室、朝夕２食付（日・祝除く）

夏季  42,000円程度
冬季  44,000円程度

個室、朝夕２食付（日・祝除く）

募 集 人 員 ７名（定員 24 名） １名（定員 15 名）

面接日･場所 1月14日 東京、3月11日 米沢
3月24日 東京 3月11日 米沢、3月22日 仙台

これだけ便利・これだけ安い・これだけ快適

◎寮は２食付（朝・夕）で約4.8万円（東京）、約4.2万円（仙台）
◦アパートで生活する場合
　東京（郊外）で5.5万〜 6.5万円。他に食費、光熱費など含め仕送り額 
　約10万円程。
　仙台で4万〜 5万円。他に食費、光熱費など含め仕送り約8〜9万円程。
◎東京興譲館は新宿駅から約40分。仙台興譲館は市街地まで約3km。
◎居室は（東京）個室。 （仙台）個室。
◎企業の採用担当者は寮生活経験者を評価しており、好印象を抱いている。
　（協調性、コミュニケーション能力が身に付いている。）

米沢有為会育英事業の 寮 生 募 集
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編集後記

米
沢
有
為
会
を

　
　
　
支
援
し
ま
す

★
今
冬
は
全
国
的
に
極
寒
に
見
舞
わ
れ
、
最
高

気
温
が
零
下
の
真
冬
日
も
。
置
賜
地
方
も
例
年

に
な
い
大
雪
で
、ど
こ
で
も
除
排
雪
に
一
苦
労
。

そ
ん
な
中
、
２
月
は
米
沢
雪
灯
篭
祭
り
を
は
じ

め
、
長
井
・
南
陽
・
中
津
川
で
雪
灯
り
ま
つ
り

が
催
さ
れ
ま
す
。
特
に
米
沢
は
東
北
中
央
自
動

車
道
開
通
を
記
念
し
て
２
月
10
～
12
日
の
３
日

間
開
催
で
す
。
人
々
の
知
恵
と
克
雪
・
利
雪
・

　

弊
社
は
廃
棄
物
焼
却
炉
や
ペ
ッ
ト
火
葬

炉
と
い
っ
た
小
型
焼
却
炉
に
分
類
さ
れ
る

焼
却
炉
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。
製
造

に
関
し
て
は
台
湾
に
外
注
し
て
い
ま
す
の

で
、
日
本
国
内
で
は
受
注
し
た
焼
却
炉
の

設
計
、
完
成
品
の
設
置
工
事
及
び
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
主
な
業
務
で
、
十
年
前
に
起
業

し
ま
し
た
。

　

焼
却
炉
の
販
売
を
通
し
て
「
お
焚
き
上

げ
」
を
事
業
と
し
て
い
る
会
社
と
出
会
い

ま
し
た
。
お
焚
き
上
げ
と
は
当
地
で
は
お

サ
イ
ト
焼
き
、
ど
ん
と
祭
な
ど
と
呼
ば
れ

る
年
頭
に
行
わ
れ
る
行
事
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
そ
こ
で
は
年
間
を
通
し
て
故
人

の
遺
品
、
神
棚
、
仏
壇
、
人
形
な
ど
ご
み

と
し
て
簡
単
に
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
品
々
を
供
養
し

焼
却
し
て
い
る
の
で
し
た
。
そ
の
ご
縁
が

あ
り
、
自
社
の
事
業
と
し
て
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。「
お
焚
き
上
げ
」
を
宗
教
行

為
と
位
置
付
け
、
行
政
の
関
与
の
な
い
と

こ
ろ
、
廃
棄
物
の
焼
却
行
為
と
し
て
法
的

規
制
を
受
け
る
と
こ
ろ
と
、
行
政
機
関
対

応
は
ま
ち
ま
ち
で
し
た
が
、
弊
社
が
事
業

と
し
て
取
り
組
む
に
は
事
業
の
許
可
を
取

得
す
る
事
が
絶
対
に
必
要
と
思
い
ま
し
た
。

日
台
マ
シ
ナ
リ
ー
㈱

  
　
代
表
取
締
役

丹た
ん  

野の  

信の
ぶ  

嗣つ
ぐ

　

何
故
な
ら
ば
、
お
焚
き
上
げ
の
解
釈
が

曖
昧
で
あ
る
た
め
、
不
法
行
為
が
見
逃
さ

れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
か
ら
で
す
。
土
地

を
確
保
で
き
た
上
山
市
と
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
供
養
品
に
限
り
焼
却
す
る
こ
と
が

で
き
る
中
間
処
理
業
の
許
可
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
六
年
前
「
㈱
久
遠
の
森
」

の
商
号
で
別
法
人
を
立
ち
上
げ
、
上
山
市

狸
森
に
供
養
堂
と
焼
却
施
設
を
有
す
る
お

焚
き
上
げ
場
を
造
り
ま
し
た
。
私
の
妹
が

代
表
取
締
役
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　

焼
却
炉
を
扱
う
事
業
を
や
っ
て
い
こ
う

と
決
心
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
亡
く
な
っ

た
父
の
「
事
業
と
は
お
役
立
ち
」
と
い
う

口
癖
と
、
有
為
会
員
の
大
先
輩
の
「
焼
却

は
日
本
古
来
の
文
化
で
は
な
い
か
、
絶
対

に
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
！
」
と
い
う
熱

い
励
ま
し
の
言
葉
で
し
た
。
外
注
先
の
台

湾
は
と
て
も
親
日
的
で
良
好
な
関
係
が
続

い
て
い
ま
す
か
ら
、
父
の
希
望
で
も
あ
り

ま
し
た
両
国
の
交
流
に
繋
が
る
事
業
が
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

誘
客
意
欲
の
現
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
昔
か
ら
置
賜
地
方
の
人
口
流
出
は
深
刻
な

話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
数

値
は
ど
う
な
の
か
、
学
卒
者
の
進
路
状
況
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。
デ
ー
タ
と
し
て
は
不
十

分
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
人
口

流
入
や
就
職
促
進
、
課
題
の
再
認
識
な
ど
の

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
（
手
） 詳しくはホームページ 米沢有為会　 検索

置賜地域3市 5町の在住者・出身者のお子さんを対象に募集しています（在学者も可）


